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後期高齢関節リウマチ患者では臨床的疾患活動性と関節エコー所見は乖離しうる 
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【目的】高齢の関節リウマチ（RA）患者を診察する際、臨床的評価による病勢の過大評価をよ

く経験する。その一方で関節エコーを用いた RA の疾患活動性評価は臨床的評価より有用であ

るとの報告が近年多くなされてきている。そこで高齢 RA 患者の診療における関節エコーの有

用性を検討すべく当院の患者データを解析した。 

 

【対象・方法】2017 年 10 月までに当院で関節エコーを施行した RA 患者 37 症例・48 回分

を 75 歳未満の群（非後期高齢者群）と 75 歳以上の群（後期高齢者群）に分け、臨床的評価

（DAS28CRP,CDAI,SDAI）と関節エコーによる疾患活動性評価（総 GS 値,総 PD 値）との相

関関係を統計学的に検討した。 

 

【結果】非後期高齢者群では臨床的評価と関節エコーによる疾患活動性評価との間に有意な相関

関係を認めた。しかし後期高齢者群では有意な相関関係を認めなかった。 

 

【考察】非後期高齢 RA 患者では臨床的評価と関節エコーによる疾患活動性評価は相関するた

め病勢評価を目的としたエコー検査の意義は高くなく、臨床的評価に基づいて治療調節を図るこ

とは妥当だと考えられた。しかし後期高齢 RA 患者では臨床的評価と関節エコーによる疾患活

動性評価が乖離する可能性があるため、臨床的評価が病勢と合致しないと思われる場合は積極的

に関節エコー検査を施行し、関節エコーによる疾患活動性評価に基づいて治療調節を図ることが

妥当だと考えられた。 

 

 

 

 


